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７月２３日、「ふれあい探検ウォークラリー大会」が開催されました

　

問　

市
は
、
第
７
回
線
引
き
見

直
し
後
、落
合
・
吉
岡
地
区
の
ま
ち

づ
く
り
研
究
会
と
一
緒
に
、
新
た

な
施
行
区
域
内
の
地
権
者
に
丁
寧

な
説
明
を
重
ね
、
ま
ち
づ
く
り
計

画
が
具
現
化
し
、
実
現
で
き
る
よ

う
に
、技
術
的
・
財
政
的
支
援
を
行

う
と
し
て
い
る
が
、
財
政
的
支
援

の
内
容
は
。ま
た
、説
明
を
行
う
中

で
地
権
者
の
機
運
は
高
ま
っ
て
い

る
の
か
。
事
業
を
進
め
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
農
地
も
市
街
化
編
入

二
見　

昇

さ
れ
る
が
、
区
域
内
の
農
業
従
事

者
へ
の
代
替
補
償
や
生
活
補
償
の

対
応
は
。改
定
・
か
な
が
わ
の
み
ち

づ
く
り
計
画
の
中
で
新
東
名
高
速

道
路
の
計
画
が
あ
る
が
、
こ
の
計

画
を
視
野
に
入
れ
た
ま
ち
づ
く
り

を
検
討
し
た
方
が
よ
い
の
で
は
。

　

答　

市
は
、
事
業
実
施
が
見
込

め
れ
ば
、組
合
に
対
し
、土
地
区
画

整
理
事
業
助
成
要
綱
に
基
づ
く
支

援
助
成
を
行
っ
て
い
く
。ま
た
、ま

ち
づ
く
り
研
究
会
で
は
、
地
権
者

の
機
運
が
高
ま
る
よ
う
、
事
業
に

対
す
る
丁
寧
な
説
明
を
重
ね
、
戸

別
訪
問
を
し
て
い
る
。
現
段
階
で

は
、
地
権
者
が
農
業
を
継
続
す
る

か
個
々
に
確
認
し
、
代
替
補
償
な

ど
の
対
応
を
考
え
る
。
新
東
名
高

速
道
路
の
海
老
名
以
東
は
整
備
計

画
に
は
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な

い
。
整
備
計
画
に
位
置
付
け
さ
れ

た
海
老
名
以
西
で
は
、
供
用
開
始

ま
で　

年
以
上
掛
か
っ
て
い
る
の

２０

で
、
現
時
点
で
今
回
の
ま
ち
づ
く

り
に
反
映
さ
せ
る
の
は
難
し
い
。

（
ほ
か
に
「
厚
木
爆
音
訴
訟
と
米

軍
艦
載
機
の
移
駐
に
つ
い
て
」
を

質
問
）

落合・吉岡地区

の補償の明確化

と計画的まちづくりを

　

問　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
専

門
分
野
に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
財
政
効
率
の
視
点
か
ら
多

く
の
自
治
体
で
導
入
さ
れ
て
お

り
、
本
市
で
も
多
く
の
施
設
で
導

入
し
て
い
る
。
こ
の
制
度
自
体
は

評
価
す
る
が
、
指
定
管
理
者
の
選

定
は
、
施
設
が
果
た
す
べ
き
理
念

や
設
置
目
的
、
公
益
性
な
ど
が
満

た
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

価
格
優
先
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
。
ス
ポ
ー
ツ
施
設
だ
け
で
も
、

あ
や
せ
未
来
会
議　

安
藤
多
惠
子

多
額
の
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い
る

が
、
費
用
対
効
果
も
判
断
で
き

ず
、
施
設
が
目
指
す
本
来
の
使
命

が
達
成
さ
れ
て
い
る
の
か
も
分
か

ら
な
い
。
そ
の
他
に
も
目
に
見
え

な
い
問
題
も
あ
り
、
議
会
へ
の
報

告
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

答　

指
定
管
理
者
制
度
は
、
多

様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
効
果

的
・
効
率
的
に
対
応
す
る
た
め
、

公
の
施
設
の
管
理
に
民
間
の
能
力

を
活
用
し
、
適
正
・
効
率
的
な
施

設
運
用
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
業
者
の
選
定
に
当
た
っ

て
は
、
金
額
だ
け
で
な
く
、
民
間

の
技
術
や
知
識
、
能
力
を
活
用
し

た
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
考
え

て
い
る
。
指
定
管
理
者
の
年
間
利

用
報
告
な
ど
は
、
現
在
、
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
で
指
定
管
理
者
制
度

運
用
状
況
を
公
開
し
て
い
る
が
、

よ
り
広
く
市
民
に
周
知
す
る
た

め
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載

し
て
い
く
の
で
、
現
在
、
議
会
へ

の
報
告
は
考
え
て
い
な
い
。

（
ほ
か
に
「
人
材
バ
ン
ク
の
さ
ら

な
る
活
用
に
つ
い
て
」
「
笠
間
市

政　

年
間
を
振
り
返
る
」を
質
問
）

１２

市民ニーズを的

確に捉えた指定

管理者制度の運用を

越
川　

好
昭

　

問　

市
で
は
、
平
成　

年
度
か

１８

ら
あ
や
せ
集
中
改
革
プ
ラ
ン
で
行

政
改
革
を
進
め
る
中
、　

年
間
で

１０

　

人
の
正
規
職
員
を
削
減
し
た

４０が
、
一
方
で
、
非
正
規
職
員
は
大

幅
に
増
加
し
て
い
る
。
正
規
職
員

を
増
や
す
べ
き
と
思
う
が
、
職
員

の
２
人
に
１
人
近
く
が
非
正
規
職

員
と
い
う
現
在
、
市
の
事
業
を
進

め
て
い
く
に
は
そ
の
存
在
は
欠
か

せ
な
く
な
っ
て
い
る
。
現
在
の
非

正
規
職
員
の
職
種
別
の
人
数
や
賃

金
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。ま
た
、

事
務
職
の
賃
金
は
県
の
最
低
賃
金

と
同
じ
で
あ
る
。
国
も
非
正
規
雇

用
の
処
遇
改
善
を
掲
げ
て
い
る

が
、
ま
ず
、
市
が
賃
金
の
改
定
を

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

答　

平
成　

年
４
月
１
日
時
点

２８

で
は
、
事
務
嘱
託
１
３
９
人
で
時

給
が
９
０
５
円
、
保
育
士
や
保
健

師
な
ど
資
格
を
持
っ
た
技
術
嘱
託

が
１
３
１
人
で
、
保
育
士
が
１
０

６
０
円
、
保
健
師
、
看
護
師
は
１

６
２
５
円
、
現
業
な
ど
現
場
で
作

業
を
行
う
用
務
嘱
託
が　

人
で
、

６２

粗
大
ご
み
の
搬
入
業
務
の
作
業
員

が
１
２
２
３
円
、
給
食
調
理
員
が

９
３
９
円
、
延
べ
３
３
２
名
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
賃
金
は
、
毎

年　

月
に
改
定
さ
れ
て
い
る
県
の

１０

非
正
規
職
員
の
賃
金
改
定
を
必

要
と
考
え
る
が
市
の
考
え
は

最
低
賃
金
の
動
向
や
近
隣
市
の
状

況
を
勘
案
し
、
金
額
を
設
定
し
て

い
る
が
、
今
後
も
県
な
ど
の
状
況

を
勘
案
し
、
金
額
の
設
定
を
す
る

こ
と
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に
「
日
米
地
位
協
定
の
抜

本
的
改
正
に
つ
い
て
」
「
中
小
企

業
支
援
に
つ
い
て
」
「
市
民
生
活

支
援
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

志
政
あ
や
せ　

武
藤　

俊
宏

　

問　

都
市
公
園
は
、
良
好
な
環

境
を
維
持
向
上
す
る
と
と
も
に
、

市
民
に
親
し
み
を
持
っ
て
活
用
し

て
も
ら
う
た
め
、
公
園
施
設
の
改

修
、
整
備
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
市
都
市
公
園
再

整
備
計
画
の
中
で
子
育
て
環
境
を

充
実
す
る
た
め
に
必
要
な
遊
具
の

改
修
を
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
状
況
は
。
ま
た
、
光
綾
公
園
は
、

野
球
場
も
含
め
て
市
民
の
交
流
の

場
と
し
て
非
常
に
利
用
頻
度
が
高

く
、
多
く
の
方
々
が
利
用
さ
れ
る

が
、
段
差
や
、
で
こ
ぼ
こ
が
あ
り
、

歩
き
づ
ら
い
と
の
声
を
聞
く
。
バ

リ
ア
フ
リ
ー
化
へ
の
改
修
を
ど
う

考
え
て
い
る
か
。
老
朽
化
し
た
光

綾
公
園
野
球
場
の
改
修
を
予
定
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
時
期
は
。

　

答　

市
内
の
公
園
は
、
設
置
さ

れ
て
か
ら　

年
以
上
経
過
し
た
も

２０

の
が
６
割
を
占
め
、
施
設
の
老
朽

老
朽
化
し
た
遊
具
の
改
修
と 

公
園
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を

化
も
進
み
、
安
全
で
快
適
な
利
用

を
確
保
す
る
と
い
う
、
都
市
公
園

本
来
の
機
能
に
関
わ
る
問
題
と
な

っ
て
き
て
い
る
。
市
都
市
公
園
再

整
備
計
画
に
基
づ
き
、
順
次
公
園

遊
具
の
更
新
を
進
め
て
お
り
、
お

お
む
ね
計
画
通
り
に
進
捗
し
て
い

る
。
ま
た
、
光
綾
公
園
は
、
現
在

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
準
に
適
合
し

て
い
な
い
箇
所
も
あ
り
、
部
分
的

な
対
策
を
行
っ
て
き
た
が
、
今

後
、
老
朽
化
し
た
光
綾
公
園
野
球

場
の
改
修
と
一
体
的
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。
光
綾
公
園
野
球
場
の

改
修
は
、
平
成　

年
度
か
ら
の
工

３１

事
着
手
を
考
え
て
い
る
。

（
ほ
か
に「
新
公
会
計
に
つ
い
て
」

を
質
問
）

　

問　

人
口
減
少
や
超
高
齢
化
の

進
行
が
社
会
的
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
。
本
市
も
、
人
口
減
少
の
進

行
で
、
空
き
家
や
空
き
店
舗
が
増

え
、
市
の
に
ぎ
わ
い
が
縮
小
す
る

こ
と
に
よ
り
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
が
成
り
立
た
な
く
な
る
事
が
懸

念
さ
れ
る
。
市
は
、
市
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
中

で
、
空
き
家
対
策
の
推
進
を
挙

げ
、
今
後
、
増
加
が
見
込
ま
れ
る

空
き
家
な
ど
の
実
情
を
把
握
し
、

あ
や
せ
未
来
会
議　

比
留
川
政
彦

対
応
策
を
検
討
す
る
と
あ
る
が
、

現
在
、
把
握
し
て
い
る
空
き
家
の

件
数
は
。
ま
た
、
空
き
家
の
実
態

調
査
を
行
っ
て
い
る
が
、
調
査
内

容
や
、
今
後
の
対
策
は
。
空
き
家

対
策
の
計
画
を
策
定
す
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

　

答　

空
き
家
の
件
数
は
、
自
治

会
や
青
色
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
、
市

民
か
ら
の
情
報
提
供
な
ど
に
よ
り
、

現
在
、　

件
確
認
し
て
い
る
。
ま

７４

た
、
実
態
調
査
は
、
現
地
調
査
に

よ
り
、
実
態
や
所
有
者
調
査
を
行

い
、
空
き
家
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
構
築
す
る
と
と
も
に
、
所
有

者
の
意
向
を
確
認
し
た
上
で
、
将

来
的
な
利
活
用
や
市
場
化
を
図
っ

て
い
く
。
今
後
、
有
益
な
空
き
家

対
策
を
さ
ら
に
進
め
る
た
め
に
協

議
会
を
設
置
し
、
空
き
家
対
策
に

係
る
計
画
を
作
成
し
て
い
き
た
い
。

計
画
内
容
は
、
所
有
者
に
よ
る
適

正
管
理
の
促
進
、
空
き
家
及
び
除

去
後
の
跡
地
の
利
用
促
進
、
空
き

家
対
策
の
実
施
体
制
な
ど
に
関
し

て
必
要
な
事
項
を
定
め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
「
震
災
へ
の
対
応
に
つ

い
て
」
を
質
問
）

早急に空き家の

実態調査実施

と対応策の検討を

市公認キャラクター
「ブタッコリ～」


